
編集・発行／宮城県管工業協同組合広報委員会
仙台市宮城野区扇町4丁目3-33　〒983-0034
TEL.022-239-6711　FAX.022-239-6601

「ぶくぶくプールで水あそび」

宮城県管工業協同組合広報誌
No480

2018

盛夏号

平成30年8月1日発行　通巻480号

主 な 記 事

平成30年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催
平成30年度配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催
㈱宮城県管工事会館第45期定時株主総会開催



・平成30年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催…………………………………………………Ｐ１
・平成30年度配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催…………………………………Ｐ４
・㈱宮城県管工事会館第45期定時株主総会開催………………………………………………………Ｐ５
・仙台市技能職団体連絡協議会平成30年度優秀技能者表彰受賞……………………………………Ｐ６
・平成30年度産業安全衛生宮城大会開催………………………………………………………………Ｐ７
・青年部コーナー…………………………………………………………………………………………Ｐ８
・全国管工事業協同組合連合会　平成30年度スローガン……………………………………………Ｐ11
・（一社）日本空調衛生工事業協会　平成30年度スローガン… ………………………………………Ｐ11
・仙台といえば…「堤人形」……………………………………………………………………………Ｐ12
・ＰＵＭくんの「これ知ってる？」……………………………………………………………………Ｐ13
・組合のうごき……………………………………………………………………………………………Ｐ14
・組合員のうごき…………………………………………………………………………………………Ｐ17
・理事（役員）会報告……………………………………………………………………………………Ｐ18
・健康だより………………………………………………………………………………………………Ｐ22
・国税だより………………………………………………………………………………………………Ｐ23
・広瀬川に架かる橋を訪ねて……………………………………………………………………………Ｐ25
・諺・漢字コーナー………………………………………………………………………………………Ｐ26
・編集歳時記　　　　　　　宮城県管工業協同組合　吉田　秀之…………………………………Ｐ27

○裏表紙広告「コスモ工機 株式会社 仙台支店」

目　　　次

「ぶくぶくプールで水あそび」

今月の表紙

菊田　怜花さん
（仙台市立八幡小学校１年生）

•••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••

　平成30年度の“みやかん”の表紙には、「2017仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局
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優良事業所表彰　㈱村上瓦斯工業所

　６月28日（木）、当組合３階研修室において、平成30年度宮城県管工
業協同組合安全大会を開催したところ、組合員従業員等108名が参加
した。この安全大会は、特に専門工事業者として自主的な安全衛生管
理の向上に努め、労働災害防止の一層の推進を図ることを目的に毎年
開催している。
　当日は、千葉総務課長の司会で開会し、業界関係の物故された方々
に対して黙祷を捧げた後、佐竹理事長から「７月１日～７日は全国安
全週間となっており、６月１日～ 30日はその準備期間である。中央
労働災害防止協会がスローガンとして『ストップ転倒防止』を掲げて
いるように、労働災害の23％が転倒事故であり、特に月曜日と金曜日
に多く発生している。本日学んだことは、職人さんたちにもきちんと
伝え、現場に取り入れて頂きたい。これからは熱中症にも注意が必要
な季節になるので、様々なグッズを活用するなどして熱中症を防いで
ほしい。また、ひとこえ
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運動の実施をお願いしたい。まず挨拶、そし
て声をかけ合い、互いに気遣い、体調を管理し合ってほしい。組合員
各社が無事故・無災害で過ごせるよう祈念している」と挨拶があった。
続いて来賓を代表して、仙台労働基準監督署長（代理：相澤隆之安全
衛生課長）から「日頃から熱心に労働災害の防止に取り組んで頂き、
感謝申し上げる。厚生労働省が策定した『第13次労働災害防止推進計
画』への取り組みをお願いしたい。宮城労働局では、この計画を達成
するために、2022年までに2017年比で死傷者数５％減、死亡者数15％

減を目標としている。建設業はその重点業種の一つとなっているので、ご協力頂きたい」と祝辞を頂
いた。
　来賓紹介の後、安全表彰が行われ、佐竹理事長から優良事業所１社と優良職長２名に対して表彰状
と記念品が、また、安全標語の入賞
者５名に賞状と記念品が授与され
た。
　続いて、優良職長表彰を受賞した
畑島秀紀氏（渡辺建設工業㈱）が参
加者を代表して「安全の誓い」を読
み上げた後、安全スローガンの採択
に移り、平成30年度宮管安全スロー
ガンとして『安全は日々の努力の積
み重ね　心ひとつにゼロ災目指して
一致団結』が採択され、全員で唱和
した。
　次に、仙台労働基準監督署の相澤
安全衛生課長から、『建設業におけ
る労働災害防止対策について』と題

佐竹理事長

仙台労働基準監督署
相澤安全衛生課長

平成30年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催
～本年度安全スローガンを採択～
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した安全講話を頂いた。相澤氏は、「昨
年の労働災害発生状況について、仙台
監督署管内では、死傷者数は減少して
いるものの、死亡者数が増加、全国で
は、死傷者数、死亡者数とも増加して
おり、死亡災害撲滅が緊急課題である」
と話された上で、労働災害発生状況に
ついて墜落・転倒災害が全体の３割を
占めること、労働者数が少ない小規模
事業場ほど労災の発生率が高いこと、
一方、経験年数による差は認められな
いこと等が説明された。また、今年に

　次いで、仙台市ガス局製造供給部建設課他工事係の氏家信明主任か
ら、『ガス管損傷事故防止のお願い』と題した安全研修が行われた。
はじめに、仙台市ガス局の供給区域について説明した後、「現在多く
使われているガス管（二層被覆鋼管、ポリエチレン管）は、耐腐食性・
耐震性に優れているが、熱に弱く、非常に傷つきやすい弱点がある。
ガス管を損傷すると火災・爆発などの重大事故につながる恐れがある
ので、しっかりと養生して頂きたい。近年、バックホウでの事故発生
が多いが、これは防ぐことができるものなので、十分注意してほしい」
と注意喚起され、事故事例が紹介された。そして、「ガス管損傷事故
防止への第一歩として、工事計画が決まったら、ガス局（敷地内：保

安全スローガンを全員で唱和

仙台市ガス局　氏家主任

安センター保安係℡022-292-6663、道路内：建設課他工事係℡022-292-7724）へ必ず工事照会をしてほ
しい」とお願いされた。
　最後に、井上環総務・厚生委員長から「今日の話を会社で共有し、今後の糧にしてほしい。業界が
ひとつになって安全をつくり、共に努力し維持していきたい」と挨拶があり、大会を終了した。

【来　賓】（以下、敬称略）
　　仙台労働基準監督署安全衛生課　　　　相澤　隆之　課長
　　仙台市水道局給水部給水装置課　　　　馬場　　淳　課長
　　仙台市建設局下水道経営部業務課　　　千葉　　守　主幹兼排水設備係長
　　仙台市ガス局製造供給部建設課　　　　守屋　　聡　主幹兼他工事係長
　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　氏家　信明　他工事係主任

【優良事業所表彰】　　株式会社　村上瓦斯工業所

【優良職長表彰】　　　鈴木　　修（渡辺建設工業㈱）
　　　　　　　　　　畑島　秀紀（渡辺建設工業㈱）

入って仙台監督署管内で発生した事故事例が紹介され、その原因等が解説された。
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平成30年度宮管安全スローガン

『安全は日々の努力の積み重ね　　　　　　　　　
　　　　　　　　　心ひとつにゼロ災目指して一致団結』

安全の誓い

　平成29年の県内建設業における労働災害の発生状況は、休業４日以上の被災者数が
350名と前年（432名）に比べて大幅に減少したものの、死亡災害は前年同様の５名とい
う結果となりました。
　この結果を踏まえ、引き続き、どの現場・職場でも一人の被災者も出さないという基
本理念の下、いかなる状況にあっても安全を最優先させ、安全管理活動を積極的に推進
していかなければならないと考えます。
　私ども建設業界は、震災等の影響によって現場での人手不足が常態化し、過重労働に
よる健康被害等が懸念されていますが、現場で働く一人ひとりは、かけがえのない存在
であり、全員が安全に安心して仕事に打ち込むことのできる職場環境を構築していかな
ければなりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私たちは、平成30年度全国安全週間のスローガンである『新たな視点でみつめる職場　
創意と工夫で安全管理　惜しまぬ努力で築くゼロ災』の下に、従来から取り組んでいる
安全活動に新しい視点を取り入れ、更にリスクアセスメントの普及促進を図りながら、
労働災害の防止に向け最善の努力を尽くして参ることを誓います。

【安全標語】
　　最優秀賞『「危ないよ」勇気を持って声に出そう　その一言が「思いやり」』　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻田　憲篤（本山振興㈱）

　　優 秀 賞『安全は人に頼るな任せるな　危険の放置はみんなの責任　大同団結ゼロ災職場』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井友紀子（㈱ヨネヤマ設備）

　　入　　賞『急いでる　そんな時こそ一呼吸　急ぎ焦りは危険の芽』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　　匠（㈱大盛設備工業）

　　入　　賞『止める勇気と待つ判断　守ろう我が身と仲間の安全』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石堂　和美（本山振興㈱）　　　　

　　入　　賞『自分ルールは事故の元　作業手順を再確認　正しい手順で安全作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早坂　政人（ウォーターワークス仙台㈱）　
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ポリテック協会　白澤事務局長

　６月18日（月）と19日（火）の２日間にわたり、当組合３階研修室に
おいて、配水用ポリエチレンパイプシステム協会（以下、「ポリテッ
ク協会」）とメーカー各社の協力を頂き、平成30年度教育事業の一
環として、配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催した
ところ、組合員等147名が参加した。
　講習会は、午前の部（９時～ 12時）と午後の部（13時30分～ 16
時30分）に分けて、合計４回開催し、最後に確認試験が行われ、合
格者に受講証が交付された。
　配水用ポリエチレン管は、阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊

施工方法の説明を受ける受講者

平成30年度配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催

本地震において被害が確認されていないということから、耐震管に認定され、全国の水道事業体での
採用が増加している。仙台市水道局でも、今年度からの試験採用を予定しているが、その施工にはポ
リテック協会の講習会修了が条件付けられているため、同講習会を開催した。
　また、仙台市水道局で正式採用になれば、近隣市町村をはじめ、県内各地域での採用も予想される
ことから、宮城県管工事業協同組合連合会会員企業へも案内した。
　18日（月）９時から行われた第１回目には58名
が参加し、はじめに佐竹理事長と、ポリテック
協会の白澤洋事務局長から挨拶があった後、同
協会の八幡諭営業開発グループ担当部長から講
習会の要領が説明され講習に入った。
　東日本大震災時、東北地方に埋設されていた
約700㎞の配水用ポリエチレン管が無事故だっ
たことが高く評価されているが、その性能を遺
憾なく発揮させるには、施工者の技術力が不可
欠ともいわれており、受講者は、実際の管を前
に真剣に施工方法を学んでいた。
　講師、講習内容は下記のとおり。

記

・講師　　　配水用ポリエチレンパイプシステム協会委員及び講師認定者　
・講習内容　○座学
　　　　　　　①水道配水用ポリエチレン管についてのビデオ、施工マニュアルによる基本技術説明
　　　　　　○実技
　　　　　　　①電気融着接合の説明と実技実習
　　　　　　　②サドル分水栓取付穿孔の説明と実技実習
　　　　　　　③メカニカル接合の説明と実技実習
　　　　　　○質疑応答
　　　　　　○確認試験
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内海社長

総会の様子

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
㈱宮城県管工事会館第45期定時株主総会開催

　６月25日（月）、仙台市青葉区の宮城県管工事会館９階大会議室に
おいて、㈱宮城県管工事会館第45期定時株主総会が開催され、株主
33名（委任状出席を含む）が出席した。
　午後２時、司会を務めた赤間勇一郎取締役（当組合理事）より、
総会が適法に成立していることが報告され、内海透代表取締役社長
から、「29年度の売上げ高は前年度並みで、720万円余の利益を上げ
ることができた。会館は建築後45年が経過しているため、様々な修
繕工事等が発生すると思われるので維持管理を徹底していきたい。
今後も会館の将来に備えて内部留保に努めていくので、株主の皆様

には何卒ご理解をお願いしたい」との挨拶があった。
　続いて、定款に基づき、内海社長が議長に就任
して議事が進められ、第１号議案から第４号議案
まで、全て原案どおり承認可決された。
　次いで、即日開催された取締役会において、第
45期代表取締役社長に内海透氏が再選された。
　なお、総会議案は次のとおり。

第１号議案　事業報告及び計算書類承認の件
第２号議案　取締役選任の件
第３号議案　監査役選任の件
第４号議案　役員報酬決定の件

第45期役員（敬称略）
　　代表取締役社長（再任）　内　海　　　透（㈲内海工業所）
　　取締役副社長（ 同 ）　小　林　照　和（㈱興盛工業所）
　　取　　締　　役（ 同 ）　佐　竹　毅　彦（㈱金華工業商会）
　　　　　同　　　（ 同 ）　菅　原　雅　美（㈱同和設備工業所）
　　　　　同　　　（新任）　小　野　修　司（全栄興業㈱）
　　監　　査　　役（再任）　吉　田　秀　之（宮城県管工業協同組合）
　　　　　同　　　（新任）　武　田　正　晃（㈱日幸商會）

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品

ヨツギ株式会社は
環境マネジメントシステムの
国際規格であるISO14001の
認証を取得しています。
●ISO14001認証取得
　認証取得日：2004年8月12日
　認証No．  ：E897

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3 丁目 9−2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291
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仙台市技能職団体連絡協議会平成30年度優秀技能者表彰受賞

　６月４日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザで開催
された仙台市技能職団体連絡協議会（以下、「仙技連」）平
成30年度通常総会の前段において、平成30年度優秀技能者
表彰式が挙行され、17職種30名が表彰された。
　この表彰は、毎年、仙技連を構成する団体の中から、経
験15年以上を有し、他の模範と認められた方を対象に実施
している。
　今回、配管職部門としては、当組合から推薦した井上　

井上氏 佐藤氏

修氏（㈱興盛工業所）、佐藤賢太郎氏（㈱金華工業商会）が受賞した。
　誠におめでとうございます。

総会の様子

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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平成30年度産業安全衛生宮城大会開催
～服部産業㈱が建設業労働災害防止協会宮城県支部長「優良賞」を受賞～

　７月３日（火）、仙台市青葉区の日立システムズホール仙台（旧：仙台市青年文
化センター）において、平成30年度産業安全衛生宮城大会が行われ、組合員服部
産業㈱（代表取締役社長　服部達彦氏）が、安全管理活動が優良で長期の無災害
を持続している事業場として建設業労働災害防止協会宮城県支部長「優良賞」を
受賞した。
　大会は午後１時30分、主催者である公益社団法人宮城労働基準協会の矢萩保雄
会長の開会のことばの後、主唱者を代表して北條憲一宮城労働局長より挨拶が
あった。その後、来賓を代表して宮城県知事（代理：経済商工観光部雇用対策課　

服部氏

伊藤雅聡雇用推進専門監）から祝辞が述べられ、次い
で厚生労働大臣賞、宮城労働局長賞、公益社団法人宮
城労働基準協会長賞、建設業労働災害防止協会宮城県
支部長賞、陸上貨物運送事業労働災害防止協会長賞の
各表彰が行われた。
　次に、大会宣言が読み上げられた後、宮城労働局か
らの行政説明、宮城働き方改革推進支援センターの説
明、安全への取り組みに関する事例発表、東北大学環
境・安全推進センター教授で統括産業医でもある黒澤
一氏による「心身ともに健康で働ける職場づくりをめ
ざして」と題した講演が行われ、大会を終了した。 産業安全衛生宮城大会の様子
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代表幹事　大友　進（東水工業㈱）

　６月９日（土）、ホテルグランテラス仙台国分町にて平成30年度青年部通
常総会を開催しました。新入会員１名を含む26名（全会員数32名）が出席
し、第１号議案〔平成29年度事業報告並びに収支決算承認の件〕と第２号
議案〔平成30年度事業計画案並びに予算案審議の件〕が審議され原案どお
り承認されました。
　第３号議案〔役員改選の件〕では、選考委員の指名を受けた服部達彦委
員長（服部産業㈱）外２名により、新任４名を含む計10名が選出され、早
速役員会を開催し、下記のとおり新体制が発足しました。

会　　長　大泉　雄介（㈱北栄工業所）
副 会 長　扇　　俊介（藤倉設備工業㈱）
同 　本山　泰督（本山振興㈱）

代表幹事　大友　　進（東水工業㈱）
幹　　事　阿部　良邦（㈱伊藤工業所）
同 　三浦　　修（㈱三浦組）
同 　岩渕　裕次（住設工業㈱）〈新任〉
同 　神田　和隆（㈲明和設備工業）〈新任〉
同 　渡辺啓一郎（渡辺建設工業㈱）〈新任〉

監　　査　古山　幸司（山幸総合設備㈱）〈新任〉
総会の様子

青年部コーナー

平成30年度通常総会を開催して

郷古会長

大泉新会長

　総会後、午後６時より、親組合の佐竹理事長をはじめ多数の来賓をお招
きして懇親会を開催しました。大泉新会長より新体制の意気込みが語られ、
来賓代表の佐竹理事長からの祝辞の中では「全管連青年部の総会を宮城で」
という新体制への大きな期待の言葉を頂戴しました。菅原副理事長の乾杯
で祝宴が始まり、新役員の紹介、新入会員の大槻大さん（㈲大槻設備工業）
の紹介などがあり、終始和やかな雰囲気で祝宴が進み、あっという間に時
間が過ぎていきました。
　今年度は３人の卒業生が控えております。本業も同じですが、担い手不
足が現実の事として青年部の目の前にもやって来ます。これは大泉体制で

最初の課題になってくるのではないかと感じております。ですが、そういった難しい課題でも大泉会
長は飄々と乗り越えて行くでしょう。
　私自身は身に余る大役で動揺しておりますが、前会長のご指導を胸に精一杯努めていきたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願い致します。
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会長　大泉　雄介（㈱北栄工業所）

　この度、先の青年部総会におきまして郷古会長の後任として、宮管青年部の会長を拝命致しました
大泉でございます。皆様、どうぞよろしくお願い致します。

　日頃は、青年部活動に対してご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　早いもので、郷古前会長の４年間はあっという間に過ぎていきました。これもひとえに前会長が仲
間づくりをモットーに楽しく、のびのびとした青年部を運営して下さったからだと思っております。
　まだ青年部の事業が始まっていないにも関わらず、前会長をはじめ歴代会長の大きさを痛感するば
かりですが、少しでも近づいていきたいと決意している次第です。

　今後の青年部活動として、三つの項目を重点において活動していきたいと考えています。
　まず一つ目は、会員減少に伴う青年部の在り方です。少子化の時代、また各世代の中間期という事
もあり、今後は会員の減少が顕著となってきます。事業数を減らすこと等も検討していかなければな
りませんが、可能な限り現状を維持していきたいと考えています。入会可能な後継者の方がいらっしゃ
れば、是非ご一報をお願い致します。
　二つ目は長らく全管連青年部協議会に出向を頂いております扇副会長への可能な限りの協力体制を
つくることです。今後ますます全管連青年部の中心として活躍される中で、地元青年部としてバック
アップをしながら、全管連青年部との連携も強化したいと思っています。
　三つ目は平成33年に宮管青年部創立50周年を迎える訳ですが、その記念事業の開催に向けて準備し
て参ります。残念ながら40周年記念事業は東日本大震災が発生したために開催できませんでしたが、
歴史を綴る上でも50周年記念事業を成功させるべく努力していく所存です。
　上記の活動方針を掲げる中で、最後に『青年部魂』の継承を命題に入れさせて頂きます。

　青年部に入って、丸13年が経ちました。会館８階の会議室に呼ばれ、当時の役員の方々の前で、ガ
チガチに緊張して面接を受けたことを覚えています。まず会議室の壁に掛けられている歴代理事長様
の額縁や立派な机と椅子に圧倒され、またそこに座られている強面の先輩方…物々しい雰囲気の中で、
これはまずいところに入ってしまったと思ったものです。

　翌年にはエコクラブ探検隊の実行委員長をさせられ…もとい、やらさせて頂きました。
　当時は自社に戻って間もない中で現場代理人として仕事をし、会社にもほとんどいない毎日でした。
これはまた忙しい事柄が一つ増えてしまったなと思いながらの委員会活動でしたが、やってみると意
外に楽しいのです。もちろん、はじめての経験ですので試行錯誤し、またいろいろと先輩に教えて頂
きながら何とか当日にこぎつけました。
　こんなことを繰り返して２年、３年と過ぎていく中で、会社では言えない悩みを聞いてもらったり、
本業以外のいろいろな勉強、人との付き合い方等たくさんの事を青年部で教えて頂きました。
　先輩方から受けたご恩をお返しするのはなかなか難しい事ですので、こちらは貰い逃げさせて頂き
ます。その分、次代の方々へ先輩から引き継いだ『青年部魂』をしっかり伝えていくことをお約束致
します。

青年部会長就任のご挨拶
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　５年ほど前に仲間から言われた言葉があります。「俺ら今後30年以上付き合って行くんだから楽し
く、協力しながらやっていこう」
　会員の皆様、青年部を通じて楽しく、協力しながらやっていきましょう。精一杯頑張って参ります。
親組合様ならびに関係各位には、これまで以上のご支援、ご協力を切にお願いしまして会長就任のご
挨拶とさせて頂きます。

□氏　名　　大
おお

　槻
つき

　　　大
まさる

□会社名　　㈲大槻設備工業
□役職名　　取締役
□趣　味　　読書
□特　技　　スポーツ
□�青年部に望むこと、青年部でやってみたいこと
　　　　　　�様々な活動に参加し、成長していきたいと思いますの

で、ご指導よろしくお願いします。

～新入会員の紹介～
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全国管工事業協同組合連合会　平成30年度スローガン

　７月４日（水）、静岡県静岡市において全国管工事業協同組合連合会の平成30年度通常総会と全国
大会が開催され、平成30年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．働き方改革に取り組み、希望にあふれた産業を目指そう

１．指定水道工事店の更新制度で市民に安心・安全な命の水を届けよう

１．災害時には組織力で迅速な復旧に貢献しよう

一般社団法人日本空調衛生工事業協会　平成30年度スローガン

　５月23日（水）、東京都において一般社団法人日本空調衛生工事業協会の第70回通常総会が開催され、
平成30年度スローガンとして次のとおり決議されています。

１．省エネルギー及び省ＣＯ２に積極的に取り組み、低炭素社会づくりを
通じて地球環境の保全を推進しよう

２．法令の遵守と企業の社会的責任を果たす事業運営を徹底しよう

３．「働き方改革」に正面から取り組み、未来を担う技術者・技能者の
確保・育成に努めよう

４．生産性の向上を推進し、品質・安全と適正な施工体制の確保に努め
よう

５．空調衛生設備の重要性と「直接発注（分離発注）」の有効性を強く
アピールし、「機械設備一式工事」又は「空調衛生工事」の実現を
目指そう
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仙台と言えば…「堤人形」

　仙台古来の焼き物として京都乾山風の伝統を受け継ぐ堤焼は、昭和57年12月1日に
宮城県知事指定伝統時工芸品に指定され、その後、堤人形は、昭和59年2月16日に宮
城県知事指定伝統的工芸品に指定されています。
　堤焼は、仙台藩主の御用窯として江戸時代に始まり、後に生活雑器を生産しました。
地元の土を生かした素朴さと、黒と白の釉

ゆう

薬
やく

を豪快に掛けた「なまこ釉
ゆう

」が特長です。

　平昌五輪フィギュアスケート男子でオリンピック連覇を果たした羽生結弦選手を祝い、平成30年４
月22日、出身地である仙台市でパレードが行われました。その出発式で、仙台市が行った特別表彰の
記念品として、仙台市の伝統工芸品である「堤人形」が贈られました。能楽の演目、三

さん

番
ば

叟
そう

をモチー
フとしたものだそうで、昨年度の宮城県卓越技能者に選ばれた人形師、芳賀強さんの作品でした。
　今回は堤人形についてご紹介します。

　堤人形は、京都の伏見人形とともに土人形の２大源流となるもので、郷土土人形
0 0 0

の最高峰といわれ
ています。東北の玩具として知られている花巻、米沢、高田などの土人形は、堤人形が元になったと
考えられています。

　江戸時代に、堤焼を母体として誕生したといわれており、堤焼の陶工たちが、土が凍って焼き物を
作れない冬の間の産業として、人形作りを始めたと伝わっています。
　仙台藩４代藩主・伊達綱村（1659 ～ 1719年）の時代には、江戸の陶工・上村万右衛門が招かれ、
堤人形をより洗練された形に改良しました。
　最盛期は、文化・文政（1804 ～ 1830年）の頃といわれ、堤人形の名を全国に知らしめたのが、浮
世絵風の人形です。浮世絵に描かれた歌舞伎や力士、遊女などの様子がまるで生きているかのように
見事に表現されており、たくさんの人形師が優れた作品を残しています。
　浮世絵風の人形のほかにも、お稲荷さんや狛犬、お雛さまなど民間信仰にまつわる人形が数多く作
られて、また、顔料を塗る前の素焼きの人形は、赤ちゃんのおしゃぶりや子供のおもちゃとしても愛
用されていました。京の御所人形ほどは値段が高くなく、しかも大量に生産できる堤の土人形は、庶
民に親しまれていました。
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　本来、「暑中見舞い」（葉書や手紙）は、「暑中」の期間に出すものですが、梅雨の最
中は的外れな感じがするので、梅雨明けしてから出し、立秋（今年は8月7日）を過ぎ
たら「残暑見舞い」として出しているようです。
　現代は温暖化の影響で立秋以降も厳しい暑さが続き、残暑は年によって9月中旬ごろ
まで続くこともあるので、暑中より残暑の期間の方が長いと思うのですが…。

Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

「暑中見舞い」とは？

　毎日暑い日が続いています。みなさんは「暑中見舞い」の葉書を書いたりしますか？

　かつて「暑中見舞い」は、「暑中」に親戚やお世話になった方に、お盆の供物や夏バテを防ぐ食べ
物を持参して挨拶をするという習慣のことでした。昔は、現在のように冷房機器も発達しておらず、
暑さをきっかけに体調を崩す人が多かったため、安否を尋ねるために家を訪問すると共に、尊敬と感
謝の気持ちを伝える行為だったようです。
　江戸時代には、縁者の家を訪問して回り、遠方へは飛脚便を使って暑中見舞いの挨拶状（挨拶状は
「中元状」といわれていました）を送ったという記録が多く残っているようです。
　それが、明治６年に日本の「はがき郵便配達」が始まったのを機に、遠方以外にも挨拶状を送ると
いう習慣として広まり、大正時代には葉書や手紙での挨拶状のやりとりが「暑中見舞い」として簡素
化して定着しました。また、お盆の供物など品物を贈る習慣は「お中元」と変化してきたそうです。

　この「暑中」は、文字が示すように、暦の上では１年で最も暑さが厳しい時期のことで、二十四節
気の「小暑」と「大暑」を合わせた時期（約１カ月間）を指します。
　「小暑」（今年は７月７日～７月22日）
　「大暑」（今年は７月23日～８月７日）
　夏の土用（立秋前の約18日間）を「暑中」とする説もあります。
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組 合 の う ご き

５月８日（火）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”初夏号の発刊について
５月９日（水）・平成30年春の叙勲伝達式にて福山睦男氏（ウエノ設備㈱）が瑞寶単光章を受章、天皇

陛下に拝謁す
５月10日（木）・５月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④嘱託員の人事について
　　　　　　　⑤平成30年度通常総会について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①配水用ポリエチレンパイプ施工講習会の実施計画について
　　　　　　　②平成31年度新規職員の採用計画について
５月14日（月）・総会運営打合せ会開催
　　　　　　・70周年記念誌第６回編集委員会開催
　　　　　　　①記念誌「七十年のみち」について
　　　　　　　②記念誌制作協力者に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　③記念誌「七十年のみち」発刊記念懇親会について
　　　　　　・平成30年度仙台市公認排水設備工事業者説明会に白戸工事部次長出席
５月16日（水）・（一社）東北空調衛生工事業協会第15回定時社員総会懇親会に佐竹理事長出席
５月18日（金）・５月度臨時役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①70周年記念誌第６回編集委員会報告
　　　　　　　②相談役の退任に伴う記念品について
　　　　　　　③配水用ポリエチレンパイプ施工講習会の案内について
　　　　　　　④平成30年度通常総会・表彰式・70周年記念誌発刊記念懇親会について
　　　　　　・５月度臨時理事会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①定款第27条に規定する役職理事の選任及び職務（順位）について
　　　　　　　②定款第32条に規定する相談役の委嘱について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①６月度理事会と同月臨時役員会の開催予定について
　　　　　　・平成30年度通常総会、表彰式、創立70周年記念誌発刊記念懇親会に組合員及び来賓等

193名出席
５月21日（月）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、松岡理事出席
５月22日（火）・東北配管工事業協同組合平成30年度（第21期）通常総会に吉田専務理事、小川理事出

席
５月23日（水）・（一社）宮城県建設業協会平成30年度定時総会懇親会に佐竹理事長出席
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５月25日（金）・宮管連平成30年度通常総会、表彰式並びに懇親会に佐竹理事長、渡辺常任相談役外出
席

　　　　　　・仙台電気工事事業協同組合第65回通常総会懇親会並びに優良従業員表彰式に本山副理
事長出席

５月28日（月）・建設業労働災害防止協会宮城県支部第53回代議員会に佐竹理事長出席
５月29日（火）・宮城県職業能力開発協会平成30年度第１回理事会、第40回通常総会に渡辺常任相談役

出席
５月30日（水）・（一社）宮城県空調衛生工事業協会平成30年定時社員総会懇親会に佐竹理事長、吉田専

務理事出席
　　　　　　・（一社）宮城県建築士事務所協会平成30年度（第39回）通常総会懇親会に藤井常勤理事

出席
５月31日（木）・東北建専連宮城県支部総会及び宮城県土木部事業管理課との意見交換会に佐竹理事長

出席
　　　　　　・（公財）仙台市水道サービス公社理事会に藤井常勤理事外出席

６月４日（月）・仙台市技能職団体連絡協議会平成30年度優秀技能者表彰式、通常総会、優秀技能者表
彰祝賀会及び交流会に佐竹理事長、渡辺常任相談役外出席

６月５日（火）・㈱宮城県管工事会館役員会に佐竹理事長外出席
　　　　　　・仙台設備クラブ定時総会懇談会に佐竹理事長、藤井常勤理事出席
６月７日（木）・全管連第240回正副会長・部長会議に渡辺常任相談役出席
　　　　　　・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に白戸工事部次長出席
６月９日（土）・宮管青年部連絡協議会平成30年度通常総会懇親会に佐竹理事長以下三役外出席
６月11日（月）・東北建設専門工事業団体連合会・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会平成30年度

総会懇親会に佐竹理事長出席
６月12日（火）・仙台市配水管工事業協会平成30年（第55回）通常総会懇談会に佐竹理事長以下三役外

出席
６月13日（水）・６月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③平成30年度通常総会・70周年記念誌発刊記念懇親会収支決算等報告
　　　　　　　④平成29年度出資金に対する配当金の払い出しについて
　　　　　　　⑤平成29年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　　　　　　　⑥組合員の脱退について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成29年度内脱退組合員の持分清算について
　　　　　　　②退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　③平成30年度役員報酬の配分額決定について
　　　　　　　④�第44期（平成30・31年度）の常設委員会正副委員長、並びに地区連絡会担当理事の

選任について
　　　　　　　⑤官公需適格組合委員会委員の選任について
　　　　　　　⑥㈱宮城県管工事会館役員の件
　　　　　　　⑦（公財）仙台市水道サービス公社評議員及び理事の件
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　　　　　　　※その他
　　　　　　　①職員夏季一時金の支給について
　　　　　　・宮城県中小企業団体中央会平成30年度（第62期）通常総会に佐竹理事長出席
　　　　　　・新旧役員懇談会開催
６月14日（木）・第50回東北職業能力開発促進大会に渡辺常任相談役出席
６月18日（月）・「ものづくりフェスタinみやぎ2018」第１回運営委員会に千葉総務課長出席
６月18日（月）・平成30年度配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催、組合員等147名受講
　～19日（火）　
６月19日（火）・全管連第334回理事会に渡辺常任相談役出席
６月20日（水）・（公財）給水工事技術振興財団第16回評議員会に渡辺常任相談役出席
６月21日（木）・宮城県建設産業団体連合会平成30年度通常総会並びに特別講演、懇親会に佐竹理事長

外出席
６月25日（月）・６月度臨時役員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①�第44期（平成30・31年度）常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の選任

について
　　　　　　　②退任委員等に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　③役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①全管連第58回通常総会・全国大会参加に関する連絡事項等
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館役員会及び第45期定時株主総会に佐竹理事長外出席
６月26日（火）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管安全大会の実施について
　　　　　　　②給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会の実施について
　　　　　　　③宮管親善ゴルフコンペの実施について
　　　　　　　④宮管親善ボウリング大会の実施について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①機関誌“みやかん”への執筆者について
６月28日（木）・平成30年度宮管安全大会開催、組合員等108名参加
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組合員のうごき
○組合員代表者変更

　仙台ガス水道工業株式会社（No.119）　　　　　　　　　　　　　　【平成30年６月26日付】

　　　　　　　　　　新　　代表取締役社長　　大　宮　　　健
　　　　　　　　　　前　　代表取締役会長　　外　山　佳　嗣

○組合脱退

　株式会社　細川設備工業所（No.81）　　　　　　　　　　　　　　 【平成30年４月30日付】
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理事（役員）会報告

－５月度理事会－
１．日　　時　　平成30年５月10日（木）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・内海副理事長・藤井専務理事・吉田常務理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（皓）理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の４月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ４月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、５月８日開催の委員会において機関誌「みやかん」初夏号の掲載予定記事等
について協議した旨が報告され、一同了承した。

④嘱託員の人事について
　藤井専務理事より、工事部調整課配属の嘱託員１名について、来る５月31日付けで現契約期間の満
了に伴い退職となることが報告され、一同了承した。

⑤平成30年度通常総会について
　吉田常務理事より、首題総会と70周年記念誌発刊記念懇親会の各出席予定数等について、５月10日
現在の状況が報告され、最終予定数等に関しては、総会当日に開催する臨時役員会であらためて報告
することとし、一同了承した。

※協議事項
①配水用ポリエチレンパイプ施工講習会の実施計画について
　小島資材部次長より、平成30年度仙台市水道局発注工事において配水用ポリエチレンパイプの試験
採用が予定されていることから、当組合主催で配水用ポリエチレンパイプの施工に関する講習会を開
催したいこと、受講希望者数を調査した結果を受けて、平成30年６月18日午前の部と午後の部及び６
月19日午前の部と午後の部の合計４回実施したいこと、総会後に文書案内したいこと等が提案され、
一同了承した。

②平成31年度新規職員の採用計画について
　藤井専務理事より、来春新卒者を対象に職員を３名新規採用したいこと等が提案され、協議の結果、
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対象の学校を拡げて募集することとし、一同了承した。

－５月度臨時役員会－
１．日　　時　　平成30年５月18日（金）12：00 ～ 13：00
２．場　　所　　勝山館　２階　楓の間
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・内海副理事長・藤井専務理事・吉田常務理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（皓）理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・須藤総務部長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①70周年記念誌第６回編集委員会報告
　渡辺委員長より、去る５月14日に開催した委員会において、事務局より平成29年度末に記念誌550
冊が納品されたこと、そのうち413冊については既決のとおりユーメディアから宅急便にて直送させ
たこと、作成費用等の報告があったこと、次いで、総会後の表彰式における記念誌制作協力者への感
謝状と記念品の贈呈について協議し、編集委員５名と編集業務実務者４名に対する記念品の額を決定
し、また、発刊記念懇親会で吉田常務理事から記念誌の概要を説明することとした旨が報告され、一
同了承した。

②相談役の退任に伴う記念品について
　藤井専務理事より、今期総会の終結をもって退任する手戸・蔵田両相談役に対する首題記念品につ
いて、内規に定める基準額に加え、70周年記念として特別加算金を支給することとし、総会終了後に
文書通知して振り込むこととしたい旨が説明され、一同了承した。

③配水用ポリエチレンパイプ施工講習会の案内について
　小島資材部次長より、５月10日開催の理事会で実施が承認された首題講習会の開催計画の内、保留
となっていた受講料について、宮管組合員は８千円に設定して案内したい旨が説明され、一同了承し
た。

④平成30年度通常総会・表彰式・70周年記念誌発刊記念懇親会について
　吉田常務理事より、総会と表彰式及び70周年記念誌発刊記念懇親会の各出席予定者数、次第、席割
等が説明され、一同了承した。

－６月度理事会－
１．日　　時　　平成30年６月13日（水）16：00 ～ 17：15
２．場　　所　　仙台国際ホテル　６階　葵の間
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　藤井常勤理事・小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事
　　　　　　　　　　　　　小野理事・中鉢理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名



− 20 −

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の５月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ５月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③平成30年度通常総会・70周年記念誌発刊記念懇親会収支決算等報告
　吉田専務理事より、５月18日に行った首題の総会、懇親会の出席者数と収支結果等が報告され、一
同了承した。

④平成29年度出資金に対する配当金の払い出しについて
　須藤総務部長より、平成30年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく首題の配当金につ
いて、支払方法等が説明され、一同了承した。

⑤平成29年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　須藤総務部長より、平成30年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく首題の割戻金につ
いて、支払方法等が説明され、一同了承した。

⑥組合員の脱退について
　須藤総務部長より、３月27日付けの文書で、任意脱退の予告書が出されていた組合員１社について、
その後、当該会社を４月30日付けで解散し、登記も完了したことによって改めて５月31日に脱退届が
出されたこと、ついては、法定脱退要件に該当するため、法的解散日に遡って脱退扱いとすることが
報告され、一同了承した。
　
※協議事項
①平成29年度内脱退組合員の持分清算について
　須藤総務部長より、平成29年度内脱退組合員（１社）の出資口数に応じた持分の清算について説明
され、一同了承した。

②退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　吉田専務理事より、平成30年度通常総会の終結をもって退任した役員４名に対する退職金及び退任
記念品について、それぞれ規程に基づく算定額が説明され、一同了承した。

③平成30年度役員報酬の配分額決定について
　吉田専務理事より、平成30年度通常総会で可決確定した役員報酬について、その配分及び支給方法
等が提案され、一同了承した。

④第44期（平成30・31年度）の常設委員会正副委員長、並びに地区連絡会担当理事の選任について
　吉田専務理事より、各委員会正副委員長と地区連絡会各ブロック担当理事について、三役による人
事案が説明され、協議の結果、一部変更して決定した。
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⑤官公需適格組合委員会委員の選任について
　吉田専務理事より、首題の構成案が諮られ、原案どおり一同了承した。

⑥㈱宮城県管工事会館役員の件
　佐竹理事長より、６月25日に開催される首題会館の定時株主総会において現取締役が任期満了とな
ること、宮管組合は会館の株式の７割以上を有し、役員人事にも一定の権限があること等が説明され
た上で取締役の人事案が示され、一同了承した。

⑦（公財）仙台市水道サービス公社評議員及び理事の件
　藤井常勤理事より、６月21日に開催される首題公社の評議員会において、同公社役員の任期満了に
伴い、当組合からは評議員に佐竹理事長、理事に菅原副理事長と藤井常勤理事が就任予定である旨が
説明され、一同了承した。

※その他
①職員夏季一時金の支給について
　吉田専務理事より、今春の労使協定に基づく夏季一時金の支給について説明され、一同了承した。

－６月度臨時役員会－
１．日　　時　　平成30年６月25日（月）11：30 ～ 12：00
２．場　　所　　宮城県管工事会館　８階　会議室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　藤井常勤理事・小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事
　　　　　　　　　　　　　小野理事・中鉢理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事・相澤監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①第44期（平成30・31年度）常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の選任について
　吉田専務理事より、第44期各委員会委員と地区連絡会各ブロック正副代表幹事の構成案が説明され、
一同了承した。

②退任委員等に対する感謝状と記念品の贈呈について
　吉田専務理事より、前期を以て退任することとなった委員等に対する感謝状と記念品について、規
程及び内規に定める贈呈基準が説明され、一同了承した。

③役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　須藤総務部長より、見出しの保険について内容等が説明され、継続加入することで一同了承した。

※その他
①全管連第58回通常総会・全国大会参加に関する連絡事項等
　吉田専務理事より、来る７月４日に開催される首題総会・大会への参加者と行程等が説明されると
ともに、大会参加証や宿泊確認票等が配付され、一同了承した。
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　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）計44本の橋が架けられています。

　湯渡戸橋は仙台市青葉区作並の国道48号線にある橋です。仙台市青葉区作並字湯ノ原と作並字元木
を結んでおり、長さ96.7メートル、幅員7.1メートルで、現在の橋は昭和28（1953）年に完成したものです。
　仙台の市街地方面からこの橋を渡ると、右手にはホテルグリーングリーンの大きな建物が見え、そ
の奥には温泉宿が続きます。湯渡戸橋という名の橋は、温泉地に続く地に見られるらしく、秋田県の
乳頭温泉にもあります。地名「字湯ノ原」のとおり、その昔には、このあたりから温泉の湯煙が見え
たのではないかと言われています。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕
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「螻
お け ら

蛄の水
み ず

渡
わ た

り」
（土中に棲むおけらが泳ぐ様子から）はじめは熱心にするが、途中でやめてしまうこと。「螻

おけ ら

蛄」

は「けら」ともいう。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　海　月（　　　　　）
２　海　老（　　　　　）
３　海　神（　　　　　）
４　海　星（　　　　　）
５　海　豚（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　本体ジタイには問題がない。　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　褒章をジタイした。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　緊急ジタイに臨機応変に対応した。　　　　　　　（　　　　　）
４　楷書は読みやすいジタイだ。　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　相手の顔をジュクシする。　　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　（　　）同　小　異　　　２　津　津　浦（　　）

※解答は28頁です。
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編集歳時記
（2018年盛夏号№480）

　ベストセラー小説『日本沈没』は、1973年（昭和48年）に刊行された小松左京原作のサイエンスフィ

クションである。

　物語は、頻発する地震の観測データから日本列島に異変が起きていると考えた調査団が海底に亀裂

を発見、地殻変動によって巨大地震や火山噴火が相次ぎ、日本が海に沈むという設定だが、この原作

は後に映画やドラマにもなり、大規模災害に対する漠然とした不安を抱かせる切っ掛けになったと評

されている。

　東日本大震災（2011.3.11）から７年余、熊本地震（2016.4.14）の傷も癒えぬうちに、今度は大阪府

北部を震源とする最大震度６弱の都市直下型地震（2018.6.18）が発生した。南海トラフ地震のイント

ロではないかとの憶測も一部で囁かれているようだが、東海、東南海、南海の同時連鎖型巨大地震に

よって国内最大の工業地帯に壊滅的な被害が出るようなことにでもなれば、日本経済はノンフィク

ションで沈没しかねない。

　『たとえ明日、世界が滅亡しようとも、今日、私はリンゴの木を植える』（マルティン・ルター）

　キリスト教でリンゴは禁断の果実、タブーとされているため、宗教的暗喩との解釈もあるようだが、

一般的には「人間には出来ることと出来ないことがある。運命を受け入れ、未来に希望を持って、今

出来ることをやる」べきだとする、モチベーションを喚起する言葉として引用されることが多い。

　仙台市では、水道ライフラインの耐震管路延長を推進する施策の一つとして、ダクタイル鋳鉄管に

代わる配水用ポリエチレン管の試験採用が始まろうとしている。

　先日、当組合主催でこの配ポリ管
4 4 4 4

の施工に関する講習会を実施したところ、組合員等約150名が受

講した。

　配ポリ管
4 4 4 4

採用の効果と成果の検証はもう少し先のことになるだろうが、まずは今出来ることで役割

を果たしていくしかない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年７月２日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　秀之
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．くらげ　　２．えび　　３．わたつみ　　４．ひとで　　５．いるか

二．　１．自体　　２．辞退　　３．事態　　４．字体　　５．熟視

三．　大同小異（だいどうしょうい）
　　　　だいたい同じで少し異なること。例：両者の成績は大同小異にみえる。

　　　津津浦浦（つつうらうら）
　　　　いたるところの津や浦。全国到る所。例：名声が津津浦浦に響き渡る。

宮城県管工業協同組合　第44期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　渡　邉　修　一　（㈲ 今 野 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　大　泉　雄　介　（㈱ 北 栄 工 業 所　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之

常勤理事　藤　井　秀　男

編集・発行


